
 

 

 

 

 

「地域協働学校運営協議会」からのご報告です 

2 月 7 日、サウジアラビア王国大使館付属アラブ イスラーム学院の方々をお招きして 6 年生の国際交流授業が行

われました。見学させていただきましたのでご紹介いたします。 

サウジアラビア理解講座（サウジアラビア王国大使館付属アラブ イスラーム学院） 

アラブ イスラーム学院はサウジアラビア王国大使館付属の文化機

関で、アラビア語講座を開講する他、様々な文化交流活動を通してア

ラブイスラーム文化を紹介しています。当日は学院の鈴木健広報室長

のほか、サウジアラビア留学生クラブ会長のズルキ・ファイサルさん、

学院講師のアナス・アルメイマンさんにお越しいただきました。 

 

 サウジアラビア王国について 

サウジアラビアといえば石油…でも詳しくは知らないサウジアラビアについて、ま

ずは基本情報を確認しました。 

正式国名はアル・マムラカトゥ・アル・アラビーヤ・アッサウディーヤ（サウード家による

アラビアの王国）で、サウード国王により 1932 年に建国されました。国土はアラビア半島

の 80%を占め、日本の約 5.7倍の面積があります。日本から首都リヤドまでは飛行機を乗

り継いで 15時間ほど。人口は 3228万人ほどですが、その約 30％が外国人というので驚きます。サウジアラビアは現

在世界の石油生産量の約 13％を産出しており、日本の輸入する石油の三分の一はサウジアラビアから来ています。

今のサルマン国王の肖像はお札に印刷されています。現在は大臣でもあるムハンマド・サルマン皇太子の主導の「ビ

ジョン 2030」という計画で、世界遺産登録の増加や平均寿命の延長、失業率を減らす、など多くの目標に向かって改

革を進めています。国旗にはアラビア語で「アッラーの他に神はなく、ムハンマドはアッラーの使徒である。」と信仰告

白が書いてあり、国家とイスラーム教が密接であることがわかります。 

  

 サウジアラビアの風景 

   首都リヤドや第二の都市ジェッダの写真を見せていただきました。砂漠に油田のイメージとは大きく異なり、リヤドの

近代的な高層ビルやきれいな夜景、古都ジェッダの美しい街並みや世界一の海上噴水に驚きました。この噴水はジェ

ットエンジンを使って海上 260mの高さまで水を噴射しているそうです。 

 

 アラビアコーヒーとナツメヤシ 

アラビアコーヒーは、砕いた浅煎りコーヒー豆にカルダモン、サフ

ラン、しょうが、クローブなど様々なスパイスを入れてぐつぐつ煮込

んで作ります。注ぐときはコーヒーポットを左手で持って、右手のカッ

プに注ぎ、受け取る人も右手でカップを受け取ります。飲食するとき

に右手を使うのはイスラーム教の習慣です。飲み終わって「おかわ

りはもういりません。」と示すときは、カップを軽く振るジェスチャーをします。コーヒーと一緒に

よく食べられるのが、甘くておいしい特産のナツメヤシです。 
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サウジアラビアとイスラーム教 

サウジアラビアはイスラーム教発祥の地といわれています。マッカ（メッ

カ）とマディーナというイスラム教の 2 大聖地を国土に持つことから、サル

マン国王は「二聖モスクの守護者」と呼ばれます。イスラーム教徒は一生

に一度は巡礼月にマッカに大巡礼(ハッジ)に行きます。巡礼月には、マッ

カのカアバ神殿には 200万人以上の信徒がやってきて、神殿の周りをぐる

ぐる回るなどの様々な儀式を行います。人がぎっしり並んだ写真を見せて

いただきました。 

イスラーム教の休日は金曜日なので、サウジアラビアの学校は金曜と

土曜がお休みです。学校では普通の学科の他にイスラーム教について学

ぶ時間もあります。（ちなみに日本のマンガはサウジでも人気です！） 

 

コーラン詠唱の名人（コンテストで優勝経験あり）でもあるアナス・アルメイマンさんにはコーランの一節を 

朗誦していただきました。よく響く声で、哀愁を帯びたメロディーが美しく、みんなで聞き入ってしまいました。 

 

サウジアラビアの民族衣装 

男性は長いワンピース風のトーブを着て、白い帽子の上に赤白または白だけでチェ

ック模様が織り込んであるシマーグをかぶりイガールという黒い輪をのせます。女性も

ワンピース型で刺繍のあるアバヤという服を着ます。かつては多くの女性が身に着け

ていた、髪を覆うヘジャブというスカーフや顔を覆うニカブを身に着ける女性は減ってき

ているそうです。児童たちも試着させていただきました。よく似合っていました。 

 

アラビア語講座 

ネイティブスピーカからアラビア語の挨拶を教えていただきました。返事をするときには言われた言葉と違う言葉を返

すので、覚えるのが難しかったですが、児童たちは発音を誉めていただきました。 

A: アッサラームアライクム  こんにちは（あなた方に平安がありますように） 

B: ワ アライクムッサラーム  こんにちは（あなた方に平安がありますように） 
 

A: シュクラン   ありがとう 

B: アフワン     どういたしまして 
 

A： イラリカー  さようなら（ではまた） 

B： マアッサラーマ   さようなら（あなたに平安を） 

 

留学生のファイサルさんへ質問 

Q.日本ですごいと思ったこと（驚いたこと）はありますか 

A.文化がいろいろ違います。サウジアラビアにはまだ電車がないので最初は電車の乗り方が分かりませんでした。 

エスカレーターでみんながきっちり並んでいることも驚きます。 

Q.お札のデザインは王様が変わったらどうするんですか。 

A.今のお札も使えますが、新しい王様の肖像のお札をつくるでしょう。 

 

イスラーム教ってどんな宗教？ 

イスラーム教の神様は一人だけ、これは

キリスト教やユダヤ教と同じです。この神

様の声を届けてくれた預言者がムハンマド

さんです。イスラーム教徒は、神、使徒、

経典、天使、来世、天命の６つのことを信

じており、5 つのこと（信仰告白、礼拝、

喜捨、断食、巡礼）を努力しています。こ

の中の 1 日 5 回のお祈りや断食は有名で

す。断食月の 1か月は日中は飲食ができま

せん。これは食べ物のない貧しい人たちの

苦しみを理解するために行われます。 

アラブ イスラーム学院は今回の学校訪問のようなイベントを通じて年間 1000 名以上の児童・生徒にサウジアラビアの言

語や文化を伝える活動をしているそうです。よく知らない国や人のことは先入観で判断しがちなものです。今日の国際交流イ

ベントのような機会を通して驚いたり感心したり楽しみながら視野を広げていけるといいなと思いました。 シュクラン！ 

 

サウジアラビアのお札 


